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（
（（7
）
徐
暢
「
先
秦
璽
印
攷
釈
発
微
」『
印
学
研
究
』（
二
〇
一
四
古
璽
印
研
究
専
輯
）　
文
物
出
版
社
　
二
〇
一
四
年
三
月
　
八
頁
参
照
。

（
（（8
）
前
掲
『
陶
文
図
録
』
一
七
二
九
頁
　
番
号
：
四
・
二
一
一
・
一
参
照
。

（
（（9
）
前
掲
『
戦
国
題
銘
与
工
官
制
度
』

（
（（0
）
前
掲
『
戦
国
制
度
通
考
』
二
三
四
頁
参
照
。

（
（（（
）
后
暁
栄
・
陳
暁
飛
「
考
古
出
土
文
物
所
見
燕
国
地
名
考
」『
考
古
文
博
研
究
』（
首
都
師
範
大
学
学
報
社
会
科
学
版
）　
二
〇
〇
七
年
第
六
期
（
総

第
一
七
九
期
）』　
三
五
頁
参
照
。

（
（（（
）
前
掲
『
古
璽
彙
考
』
八
八
頁
参
照
。

（
（（3
）
前
掲
『
戦
国
制
度
通
考
』
二
三
三
頁
参
照
。

（
（（4
）
裘
錫
圭
「
戦
国
文
字
中
的
市
」『
考
古
学
報
』
一
九
八
〇
年
第
三
期
　
科
学
出
版
社
　
一
九
八
〇
年
七
月

（
（（5
）
前
掲
『
戦
国
古
文
字
典
』
六
一
四
頁
参
照
。

（
（（6
）
前
掲
『
戦
国
題
銘
与
工
官
制
度
』

（
（（7
）
趙
平
安
『
金
文
釈
読
与
文
明
探
索
』
上
海
古
籍
出
版
社
　
二
〇
一
一
年
一
〇
月
　「
無
中
市
△

」
参
照
。

（
（（8
）
前
掲
『
戦
国
璽
印
分
域
研
究
』
〇
九
〇
〜
〇
九
一
頁

（
（（9
）
前
掲
『
二
十
世
紀
出
土
璽
印
集
成
』
譜
録
第
二
章
六
八
頁
二
―
Ｓ
Ｐ
―
〇
一
一
五
参
照
。

（
（30
）
前
掲
『
先
秦
璽
印
図
説
』
二
一
八
〜
二
一
九
頁
参
照
。

（
（3（
）
高
亨
（
纂
著
）『
古
文
字
通
仮
会
典
』
斉
魯
書
社
　
一
九
九
七
年
七
月
　
二
二
頁
参
照
。

（
（3（)
前
掲
『
戦
国
古
文
字
典
』
七
二
七
頁
参
照
。

（
（33
）
前
掲
『
古
璽
彙
考
』
九
〇
頁
参
照
。

（
（34
）
前
掲
『
古
本
竹
書
紀
年
輯
校
訂
補
』
七
七
頁
参
照
。

（
（35
）
前
掲
『
戦
国
制
度
通
考
』
二
三
三
頁
参
照
。

（
（36
）
黄
盛
璋
「
所
謂
〈
夏
虚
都
〉
三
璽
与
夏
都
問
題
」『
中
原
文
物
』
一
九
八
〇
年
九
月
　
一
〜
三
頁
参
照
。

（
（37
）
前
掲
『
古
本
竹
書
紀
年
輯
校
訂
補
』
七
五
頁
参
照
。

（
（38
）
后
暁
栄
・
陳
暁
飛
「
考
古
出
土
文
物
所
見
燕
国
地
名
考
」『
考
古
文
博
研
究
』（
首
都
師
範
大
学
学
報
社
会
科
学
版
）　
二
〇
〇
七
年
第
六
期
（
総

第
一
七
九
期
）』　
三
五
頁
参
照
。

（
（39
）
前
掲
『
古
璽
彙
考
』
八
一
頁
参
照
。

（
（40
）
前
掲
『
七
国
考
訂
補
』
三
〇
八
頁
参
照
。

（
（4（
）
裘
錫
圭
「
戦
国
文
字
中
的
〈
市
〉」『
考
古
学
報
』
一
九
八
〇
年
第
三
期
　
科
学
出
版
社
　
一
九
八
〇
年
七
月
　
二
八
五
〜
二
九
六
頁
参
照
。

（
（4（
）
何
琳
儀
・
馮
勝
君
「
燕
璽
簡
述
」『
北
京
文
博
』　
一
九
九
六
年
第
三
期
　
一
四
〜
二
〇
頁
参
照
。

（
（43
）
拙
稿
「
燕
国
長
細
形
一
璽
印
の
釈
読
」『
書
道
学
論
集
（
（（
）』
大
東
文
化
大
学
大
学
院
書
道
学
専
攻
院
生
会
　
二
〇
一
四
年
三
月
　
六
九
〜
七

八
頁
参
照
。

（
（44
）
徐
連
達
『
中
国
歴
代
官
制
大
詞
典
』
広
東
教
育
出
版
社
　
二
〇
〇
九
年
八
月
　
四
〇
三
頁
「
司
徒
」
参
照
。

（
（45
）
天
津
市
歴
史
博
物
館
考
古
部
「
天
津
市
武
清
県
蘭
城
遺
址
的
鑚
探
与
試
掘
」『
考
古
』
二
〇
〇
一
年
九
月
第
九
期
（
総
四
〇
八
期
）　
四
五
頁
（
総
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八
一
七
頁
）
参
照
。

（
（46
）
河
北
省
文
物
管
理
処
「
燕
下
都
第
二
三
号
遺
址
出
土
一
批
銅
戈
」『
文
物
』
文
物
出
版
社
　
一
九
八
二
年
第
八
号
四
四
頁
参
照
。

（
（47
）
前
掲
『
古
璽
彙
編
』
番
号
：
〇
一
二
五
「
襄
平
右
丞
」
参
照
。

（
（48
）
前
掲
『
中
国
歴
代
官
制
大
詞
典
』
四
〇
〇
頁
「
司
空
」
参
照
。

（
（49
）
左
言
東
『
先
秦
職
官
表
』
商
務
印
書
館
　
一
九
九
四
年
七
月
　
三
六
三
頁
「
陶
尹
」「
陶
工
」
参
照
。

（
（50
）
前
掲
『
戦
国
璽
印
分
域
研
究
』
参
照
。

（
（5（
）
陳
光
田
「
戦
国
璽
印
中
所
見
古
代
複
姓
及
其
源
流
考
」『
河
南
師
範
大
学
学
報
』（
哲
学
社
会
科
学
版
）
第
三
五
巻
第
二
期
　
二
〇
〇
八
年
三
月

　
一
四
〇
〜
一
四
四
頁
参
照
。

（
（5（
）
呉
振
武
「
古
璽
姓
氏
考
（
複
姓
十
五
篇
）」『
出
土
文
献
研
究
』
第
三
輯
　
中
華
書
局
　
一
九
九
八
年
十
月
　
七
四
〜
八
八
頁

（
（53
）
前
掲
「
略
論
戦
国
文
字
形
体
研
究
中
的
幾
個
問
題｣

『
古
文
字
研
究
』
第
一
五
輯
　
八
一
頁
　
番
号
〇
六
四
五
参
照
。

（
（54
）
①
前
掲
『
古
璽
彙
編
』　
三
七
七
頁
参
照
。
②
前
掲
『
故
宮
博
物
院
蔵
古
璽
印
選
』
五
頁
　
璽
印
番
号
：
一
九
二
参
照
。

（
（55
）
前
掲
『「
古
璽
文
編
」
校
訂
』
三
七
七
頁
四
一
一
〇
〜
四
一
二
一
参
照
。

（
（56
）
葉
其
峰
『
古
代
銘
刻
論
叢
』
文
物
出
版
社
　
二
〇
一
二
年
十
月
　
七
四
頁
参
照
。

（
（57
）
前
掲
『
戦
国
璽
印
分
域
研
究
』
一
二
六
頁
参
照
。

（
（58
）
前
掲
『
戦
国
璽
印
分
域
編
』
八
八
〜
九
〇
頁
参
照
。

（
（59
）
前
掲
『
戦
国
題
銘
与
工
官
制
度
』

（
（60
）
呉
振
武
の
①
前
掲
「
古
璽
合
文
考
（
十
八
篇
）」『
古
文
字
研
究
』
第
十
七
輯
　
二
六
八
頁
参
照
。
②
前
掲
『「
古
璽
文
編
」
校
訂
』
五
一
四
頁
　

璽
印
番
号
三
二
七
四
参
照
。 

（
（6（
）
重
澤
俊
郎
『
左
伝
人
名
地
名
索
引
』
広
文
書
局
　
一
九
九
九
年
二
月
　
四
五
頁
参
照
。

（
（6（
）
鄭
建
芳
「
山
東
鄒
城
市
発
見
四
枚
古
代
銅
印
」『
考
古
』
一
九
九
八
年
第
一
二
期
　
八
七
頁
参
照
。

（
（63
）
呉
紅
松
「
関
于
鄒
城
発
見
的
古
代
銅
印
」『
考
古
』
二
〇
〇
五
年
第
八
期
　
九
六
頁
参
照
。

（
（64
）
王
人
聡
「
印
学
五
題
」『
中
国
古
璽
印
学
国
際
研
討
会
論
文
集
』
香
港
中
文
大
学
文
物
館
　
二
〇
〇
〇
年
三
月
　
七
頁
参
照
。

（
（65
）
前
掲
『
戦
国
璽
印
分
域
研
究
』
八
八
頁
参
照
。

（
（66
）
陳
松
長
『
湖
南
古
代
璽
印
』
上
海
辞
書
出
版
社
　
二
〇
〇
四
年
十
二
月
　
二
四
〇
頁
参
照
。

（
（67
）
呉
紅
松
「
関
于
鄒
城
発
見
的
古
代
銅
印
」『
考
古
』
二
〇
〇
五
年
第
八
期
　
九
六
頁
参
照
。

（
（68
）
前
掲
「
印
学
五
題
」『
中
国
古
璽
印
学
国
際
研
討
会
論
文
集
』
八
頁
参
照
。

（
（69
）
陳
根
遠
「
古
璽
弁
偽
」『
芸
術
与
投
資
』
二
〇
〇
六
年
第
四
期
　
内
蒙
古
日
報
社
　
二
〇
〇
六
年
四
月
　
七
七
〜
七
八
頁
参
照
。

（
（70
）
鄭
建
芳
「
山
東
鄒
城
市
発
見
四
枚
古
代
銅
印
」『
考
古
』
一
九
九
八
年
第
一
二
期
　
八
七
頁
参
照
。

（
（7（
）
前
掲
『
湖
南
古
代
璽
印
』
二
四
二
頁
参
照
。

（
（7（
）
前
掲
『
故
宮
博
物
院
蔵
古
璽
印
選
』
二
頁
　
九
番
参
照
。

（
（73
）『
書
道
全
集
』
第
二
七
巻
　
平
凡
社
　
一
九
三
二
年
四
月
　
三
頁
、
二
三
頁
参
照
。

（
（74
）
前
掲
『
中
国
璽
印
類
編
』
四
三
八
頁
参
照
。
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（
（（7
）
徐
暢
「
先
秦
璽
印
攷
釈
発
微
」『
印
学
研
究
』（
二
〇
一
四
古
璽
印
研
究
専
輯
）　
文
物
出
版
社
　
二
〇
一
四
年
三
月
　
八
頁
参
照
。

（
（（8
）
前
掲
『
陶
文
図
録
』
一
七
二
九
頁
　
番
号
：
四
・
二
一
一
・
一
参
照
。

（
（（9
）
前
掲
『
戦
国
題
銘
与
工
官
制
度
』

（
（（0
）
前
掲
『
戦
国
制
度
通
考
』
二
三
四
頁
参
照
。

（
（（（
）
后
暁
栄
・
陳
暁
飛
「
考
古
出
土
文
物
所
見
燕
国
地
名
考
」『
考
古
文
博
研
究
』（
首
都
師
範
大
学
学
報
社
会
科
学
版
）　
二
〇
〇
七
年
第
六
期
（
総

第
一
七
九
期
）』　
三
五
頁
参
照
。

（
（（（
）
前
掲
『
古
璽
彙
考
』
八
八
頁
参
照
。

（
（（3
）
前
掲
『
戦
国
制
度
通
考
』
二
三
三
頁
参
照
。

（
（（4
）
裘
錫
圭
「
戦
国
文
字
中
的
市
」『
考
古
学
報
』
一
九
八
〇
年
第
三
期
　
科
学
出
版
社
　
一
九
八
〇
年
七
月

（
（（5
）
前
掲
『
戦
国
古
文
字
典
』
六
一
四
頁
参
照
。

（
（（6
）
前
掲
『
戦
国
題
銘
与
工
官
制
度
』

（
（（7
）
趙
平
安
『
金
文
釈
読
与
文
明
探
索
』
上
海
古
籍
出
版
社
　
二
〇
一
一
年
一
〇
月
　「
無
中
市
△

」
参
照
。

（
（（8
）
前
掲
『
戦
国
璽
印
分
域
研
究
』
〇
九
〇
〜
〇
九
一
頁

（
（（9
）
前
掲
『
二
十
世
紀
出
土
璽
印
集
成
』
譜
録
第
二
章
六
八
頁
二
―
Ｓ
Ｐ
―
〇
一
一
五
参
照
。

（
（30
）
前
掲
『
先
秦
璽
印
図
説
』
二
一
八
〜
二
一
九
頁
参
照
。

（
（3（
）
高
亨
（
纂
著
）『
古
文
字
通
仮
会
典
』
斉
魯
書
社
　
一
九
九
七
年
七
月
　
二
二
頁
参
照
。

（
（3（)

前
掲
『
戦
国
古
文
字
典
』
七
二
七
頁
参
照
。

（
（33
）
前
掲
『
古
璽
彙
考
』
九
〇
頁
参
照
。

（
（34
）
前
掲
『
古
本
竹
書
紀
年
輯
校
訂
補
』
七
七
頁
参
照
。

（
（35
）
前
掲
『
戦
国
制
度
通
考
』
二
三
三
頁
参
照
。

（
（36
）
黄
盛
璋
「
所
謂
〈
夏
虚
都
〉
三
璽
与
夏
都
問
題
」『
中
原
文
物
』
一
九
八
〇
年
九
月
　
一
〜
三
頁
参
照
。

（
（37
）
前
掲
『
古
本
竹
書
紀
年
輯
校
訂
補
』
七
五
頁
参
照
。

（
（38
）
后
暁
栄
・
陳
暁
飛
「
考
古
出
土
文
物
所
見
燕
国
地
名
考
」『
考
古
文
博
研
究
』（
首
都
師
範
大
学
学
報
社
会
科
学
版
）　
二
〇
〇
七
年
第
六
期
（
総

第
一
七
九
期
）』　
三
五
頁
参
照
。

（
（39
）
前
掲
『
古
璽
彙
考
』
八
一
頁
参
照
。

（
（40
）
前
掲
『
七
国
考
訂
補
』
三
〇
八
頁
参
照
。

（
（4（
）
裘
錫
圭
「
戦
国
文
字
中
的
〈
市
〉」『
考
古
学
報
』
一
九
八
〇
年
第
三
期
　
科
学
出
版
社
　
一
九
八
〇
年
七
月
　
二
八
五
〜
二
九
六
頁
参
照
。

（
（4（
）
何
琳
儀
・
馮
勝
君
「
燕
璽
簡
述
」『
北
京
文
博
』　
一
九
九
六
年
第
三
期
　
一
四
〜
二
〇
頁
参
照
。

（
（43
）
拙
稿
「
燕
国
長
細
形
一
璽
印
の
釈
読
」『
書
道
学
論
集
（
（（
）』
大
東
文
化
大
学
大
学
院
書
道
学
専
攻
院
生
会
　
二
〇
一
四
年
三
月
　
六
九
〜
七

八
頁
参
照
。

（
（44
）
徐
連
達
『
中
国
歴
代
官
制
大
詞
典
』
広
東
教
育
出
版
社
　
二
〇
〇
九
年
八
月
　
四
〇
三
頁
「
司
徒
」
参
照
。

（
（45
）
天
津
市
歴
史
博
物
館
考
古
部
「
天
津
市
武
清
県
蘭
城
遺
址
的
鑚
探
与
試
掘
」『
考
古
』
二
〇
〇
一
年
九
月
第
九
期
（
総
四
〇
八
期
）　
四
五
頁
（
総
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八
一
七
頁
）
参
照
。

（
（46
）
河
北
省
文
物
管
理
処
「
燕
下
都
第
二
三
号
遺
址
出
土
一
批
銅
戈
」『
文
物
』
文
物
出
版
社
　
一
九
八
二
年
第
八
号
四
四
頁
参
照
。

（
（47
）
前
掲
『
古
璽
彙
編
』
番
号
：
〇
一
二
五
「
襄
平
右
丞
」
参
照
。

（
（48
）
前
掲
『
中
国
歴
代
官
制
大
詞
典
』
四
〇
〇
頁
「
司
空
」
参
照
。

（
（49
）
左
言
東
『
先
秦
職
官
表
』
商
務
印
書
館
　
一
九
九
四
年
七
月
　
三
六
三
頁
「
陶
尹
」「
陶
工
」
参
照
。

（
（50
）
前
掲
『
戦
国
璽
印
分
域
研
究
』
参
照
。

（
（5（
）
陳
光
田
「
戦
国
璽
印
中
所
見
古
代
複
姓
及
其
源
流
考
」『
河
南
師
範
大
学
学
報
』（
哲
学
社
会
科
学
版
）
第
三
五
巻
第
二
期
　
二
〇
〇
八
年
三
月

　
一
四
〇
〜
一
四
四
頁
参
照
。

（
（5（
）
呉
振
武
「
古
璽
姓
氏
考
（
複
姓
十
五
篇
）」『
出
土
文
献
研
究
』
第
三
輯
　
中
華
書
局
　
一
九
九
八
年
十
月
　
七
四
〜
八
八
頁

（
（53
）
前
掲
「
略
論
戦
国
文
字
形
体
研
究
中
的
幾
個
問
題｣

『
古
文
字
研
究
』
第
一
五
輯
　
八
一
頁
　
番
号
〇
六
四
五
参
照
。

（
（54
）
①
前
掲
『
古
璽
彙
編
』　
三
七
七
頁
参
照
。
②
前
掲
『
故
宮
博
物
院
蔵
古
璽
印
選
』
五
頁
　
璽
印
番
号
：
一
九
二
参
照
。

（
（55
）
前
掲
『「
古
璽
文
編
」
校
訂
』
三
七
七
頁
四
一
一
〇
〜
四
一
二
一
参
照
。

（
（56
）
葉
其
峰
『
古
代
銘
刻
論
叢
』
文
物
出
版
社
　
二
〇
一
二
年
十
月
　
七
四
頁
参
照
。

（
（57
）
前
掲
『
戦
国
璽
印
分
域
研
究
』
一
二
六
頁
参
照
。

（
（58
）
前
掲
『
戦
国
璽
印
分
域
編
』
八
八
〜
九
〇
頁
参
照
。

（
（59
）
前
掲
『
戦
国
題
銘
与
工
官
制
度
』

（
（60
）
呉
振
武
の
①
前
掲
「
古
璽
合
文
考
（
十
八
篇
）」『
古
文
字
研
究
』
第
十
七
輯
　
二
六
八
頁
参
照
。
②
前
掲
『「
古
璽
文
編
」
校
訂
』
五
一
四
頁
　

璽
印
番
号
三
二
七
四
参
照
。 

（
（6（
）
重
澤
俊
郎
『
左
伝
人
名
地
名
索
引
』
広
文
書
局
　
一
九
九
九
年
二
月
　
四
五
頁
参
照
。

（
（6（
）
鄭
建
芳
「
山
東
鄒
城
市
発
見
四
枚
古
代
銅
印
」『
考
古
』
一
九
九
八
年
第
一
二
期
　
八
七
頁
参
照
。

（
（63
）
呉
紅
松
「
関
于
鄒
城
発
見
的
古
代
銅
印
」『
考
古
』
二
〇
〇
五
年
第
八
期
　
九
六
頁
参
照
。

（
（64
）
王
人
聡
「
印
学
五
題
」『
中
国
古
璽
印
学
国
際
研
討
会
論
文
集
』
香
港
中
文
大
学
文
物
館
　
二
〇
〇
〇
年
三
月
　
七
頁
参
照
。

（
（65
）
前
掲
『
戦
国
璽
印
分
域
研
究
』
八
八
頁
参
照
。

（
（66
）
陳
松
長
『
湖
南
古
代
璽
印
』
上
海
辞
書
出
版
社
　
二
〇
〇
四
年
十
二
月
　
二
四
〇
頁
参
照
。

（
（67
）
呉
紅
松
「
関
于
鄒
城
発
見
的
古
代
銅
印
」『
考
古
』
二
〇
〇
五
年
第
八
期
　
九
六
頁
参
照
。

（
（68
）
前
掲
「
印
学
五
題
」『
中
国
古
璽
印
学
国
際
研
討
会
論
文
集
』
八
頁
参
照
。

（
（69
）
陳
根
遠
「
古
璽
弁
偽
」『
芸
術
与
投
資
』
二
〇
〇
六
年
第
四
期
　
内
蒙
古
日
報
社
　
二
〇
〇
六
年
四
月
　
七
七
〜
七
八
頁
参
照
。

（
（70
）
鄭
建
芳
「
山
東
鄒
城
市
発
見
四
枚
古
代
銅
印
」『
考
古
』
一
九
九
八
年
第
一
二
期
　
八
七
頁
参
照
。

（
（7（
）
前
掲
『
湖
南
古
代
璽
印
』
二
四
二
頁
参
照
。

（
（7（
）
前
掲
『
故
宮
博
物
院
蔵
古
璽
印
選
』
二
頁
　
九
番
参
照
。

（
（73
）『
書
道
全
集
』
第
二
七
巻
　
平
凡
社
　
一
九
三
二
年
四
月
　
三
頁
、
二
三
頁
参
照
。

（
（74
）
前
掲
『
中
国
璽
印
類
編
』
四
三
八
頁
参
照
。
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（
（75
）
拙
稿
「
燕
国
璽
印
研
究
―
長
細
形
璽
印
の
印
文
中
の
〈

〉
を
中
心
に
―
」『
書
学
書
道
史
研
究
』
第
二
十
五
号
　
書
学
書
道
史
学
会
　
二
〇
一

五
年
十
月

（
（76
）
前
掲
『

印
精
選
』
十
頁
右
中
参
照
。

（
（77
）
前
掲
『
天
津
市
芸
術
博
物
館
蔵
古
璽
印
選
』

（
（78
）
前
掲
『
戦
国
璽
印
分
域
研
究
』
八
八
頁
参
照
。

（
（79
）
林
文
彦
「
古
璽
掇
遺
」『
台
湾
芸
術
大
学
書
画
芸
術
学
刊
』
二
〇
〇
六
年
　
一
九
〜
二
〇
頁
参
照
。

（
（80
）
前
掲
『
書
道
全
集
』
第
二
七
巻
　
三
一
頁
参
照
。

（
（8（
）『
不
手
非
止
』
第
十
号
（
特
集
：
秦
漢
古
璽
印
選
）　
不
手
非
止
刊
行
会
　
一
九
八
四
年
六
月
　
三
頁
参
照
。

（
（8（
）
前
掲
『

印
精
選
』
九
頁
右
上
参
照
。

（
（83
）
前
掲
『
陶
文
図
録
』
第
四
巻
　
番
号
：
四
・
四
・
一
、
四
・
七
・
一
参
照
。

（
（84
）
前
掲
『
古
璽
印
概
論
』
一
二
五
頁
参
照
。

（
（85
）
前
掲
『
古
璽
彙
編
』
番
号
：
〇
一
九
二
参
照
。

（
（86
）
前
掲
『
中
国
璽
印
類
編
』
三
五
頁
右
上
参
照
。

（
（87
）
荘
新
興
・
茅
子
良
主
編
『
中
国
璽
印
篆
刻
全
集
（
璽
印
上
）』
上
海
書
画
出
版
社
　
一
九
九
九
年
十
一
月
　
五
頁
璽
印
番
号
：
三
七
参
照
。

（
（88
）
前
掲
『
古
璽
印
概
論
』
一
二
五
頁
参
照
。

（
（89
）
前
掲
『
陶
文
図
録
』
第
四
巻
　
番
号
：
四
・
二
一
一
・
四
参
照
。

（
（90
）
田
煒
『
古
璽
探
研
』
華
東
師
範
大
学
出
版
社
　
二
〇
一
〇
年
五
月
　
九
八
頁
番
号
：
六
六
参
照
。

（
（9（
）
傅
嘉
義
（
主
編
）『
歴
代
印
匋
封
泥
印
風
』（
中
国
歴
代
印
風
系
列
）　
重
慶
出
版
社
　
一
九
九
九
年
十
二
月
　
六
九
頁
参
照
。

（
（9（
）
前
掲
「
釋
双
剣

旧
蔵
燕
【
外
司
聖

】
璽
」『
于
省
吾
教
授
百
年
誕
辰
紀
念
文
集
』
一
六
二
〜
一
六
五
頁
参
照
。

（
（93
）
于
省
吾
『
双
剣

古
器
物
図
録
』
中
華
書
局
　
二
〇
〇
九
年
四
月
　
一
三
五
頁
図
版
参
照
。

（
（94
）
前
掲
「
戦
国
古
璽
考
釈
十
種
」『
中
国
歴
史
博
物
館
館
刊
』
一
一
三
頁
参
照
。

（
（95
）
前
掲
「
燕
国
長
細
形
一
璽
印
の
釈
読
」『
書
道
学
論
集
（
（（
）』
四
〜
五
頁
参
照
。

（
（96
）
前
掲
『
古
璽
彙
考
』
一
八
四
頁
参
照
。

（
（97
）
田
煒
「
戦
国
古
璽
所
見
官
名
研
究
三
則
」『
中
山
大
学
学
報
』（
社
会
科
学
版
）　
二
〇
一
〇
年
第
五
〇
巻
第
五
期
（
総
二
二
七
期
）　
六
六
〜
六

七
頁
参
照
。

〈
参
考
文
献
〉

『
歴
代
古
印
大
観
』（
原
鈐
印
本
）

『
穆
如
清
風
室
印
譜
』（
原
鈐
印
本
）

『
首
都
博
物
館
蔵
古
璽
印
選
』（
原
鈐
印
本
）
魏
三
網
（
監
製
）　
徐
偉
（
謄
写
）　
楊
宝
泰
（
印
章
鈐
拓
）　
中
国
首
都
博
物
館
・
日
本
華
夏
有
限
会
社
　

　
一
九
九
二
年
十
一
月

『
鴨
雄
緑
斎
古
璽
印
選
』（
原
鈐
印
本
）
菅
原
石
廬
　
一
九
九
六
年
二
月
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王
人
聡
（
編
）『
新
出
歴
代
璽
印
集
録
』（
香
港
中
文
大
学
文
物
館
専
刊
之
二
）　
一
九
八
二
年

王
人
聡
（
編
）『
新
出
歴
代
璽
印
集
釈
』
香
港
中
文
大
学
文
物
館
　
一
九
八
七
年

加
藤
慈
雨
楼
（
編
）『
平
盦
攷
蔵
古
璽
印
選
』
臨
川
書
店
　
一
九
八
〇
年
五
月

『
中
国
古
印
図
録
』（
大
谷
大
学
禿
庵
文
庫
）　
大
谷
大
学
　
一
九
六
四
年
八
月

高
明
『
中
国
古
文
字
学
通
論
』
北
京
大
学
出
版
社
　
一
九
九
六
年
六
月

王
人
聡
・
游
学
華
『
中
国
古
璽
印
学
国
際
研
討
会
論
文
集
』
香
港
中
文
大
学
文
物
館
　
二
〇
〇
〇
年
三
月

王
人
聡
・
游
学
華
『
中
国
歴
代
璽
印
芸
術
』
浙
江
省
博
物
館
・
香
港
中
文
大
学
文
物
館
　
二
〇
〇
〇
年

戴
青
山
『
中
国
歴
代
璽
印
集
粋
』
線
装
書
局
　
一
九
九
七
年
九
月

『
中
国
歴
史
博
物
館
館
刊
』
総
第
二
期
　
文
物
出
版
社
　
一
九
八
〇
年
九
月

劉
家
琳
（
分
巻
主
編
）『
中
国
歴
史
博
物
館
蔵
法
書
大
観
』
第
四
巻
（
璽
印
篆
刻
）　
柳
原
書
店
　
一
九
九
九
年
七
月

小
林
斗
盦
（
編
）『
中
国
璽
印
類
編
』
二
玄
社
　
一
九
九
六
年
二
月

荘
新
興
・
茅
子
良
（
主
編
）『
中
国
璽
印
篆
刻
全
集
』
第
一
巻
（
璽
印
上
）、
第
二
巻
（
璽
印
下
）　
上
海
書
画
出
版
社
　
一
九
九
九
年
十
一
月

菅
原
石
廬
（
編
著
）『
中
国
璽
印
集
粋
』（
鴨
雄
緑
斎
蔵
）　
二
玄
社
　
一
九
九
七
年

菅
原
石
廬
（
編
著
）『
中
国
古
璽
印
精
選
』（
鴨
雄
緑
斎
蔵
）　
ア
ー
ト
ラ
イ
フ
社
　
二
〇
〇
四
年
八
月

『
中
国
古
代
陶
文
集
拓
』（
原
器
拓
本
）　
文
雅
堂
　
一
九
九
九
年

『
中
国
古
銅
印
の
美
』（
求
古
斎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）　
古
河
市
篆
刻
美
術
館
　
二
〇
一
二
年
九
月

劉
正
成
（
主
編
）『
中
国
書
法
全
集
』
第
九
二
巻
（
先
秦
璽
印
巻
）　
栄
宝
斎
出
版
社
　
二
〇
〇
三
年
二
月

鄭
佩
香
（
主
編
）『
中
国
的
印
章
』
大
衆
書
局
　
一
九
九
二
年
六
月

周
曉
陸
『
二
十
世
紀
出
土
璽
印
集
成
』
中
華
書
局
　
二
〇
一
〇
年
一
月

曾
紹
杰
『

印
精
選
（
上
下
）』
一
九
八
六
年
十
二
月

張
学
『
璽
印
篆
刻
収
蔵
図
鑑
』
線
装
書
局
　
二
〇
一
四
年
四
月

鄭
珉
中
『
璽
印
』（
故
宮
博
物
院
蔵
文
物
珍
品
大
系
）　
上
海
科
学
技
術
出
版
社
　
二
〇
一
一
年
七
月

何
琳
儀
『
戦
国
古
文
字
典
』（
戦
国
文
字
声
系
）　
中
華
書
局
　
一
九
九
八
年
九
月

何
琳
儀
『
戦
国
文
字
通
論
』
中
華
書
局
　
一
九
八
九
年
四
月

湯
餘
惠
（
主
編
）『
戦
国
文
字
編
』
福
建
人
民
出
版
社
　
二
〇
〇
一
年
一
二
月

繆
文
遠
『
戦
国
制
度
通
考
』
巴
蜀
書
社
　
一
九
八
九
年
九
月

董
珊
『
戦
国
題
銘
与
工
官
制
度
』（
北
京
大
学
博
士
研
究
生
学
位
論
文
）　
二
〇
〇
二
年
五
月

荘
新
興
『
戦
国
璽
印
分
域
編
』
上
海
書
店
出
版
社
　
二
〇
〇
一
年
十
月

陳
光
田
『
戦
国
璽
印
分
域
研
究
』
岳
麓
書
社
　
二
〇
〇
九
年
五
月

趙
学
清
『
戦
国
東
方
五
国
文
字
構
形
系
統
研
究
』（
漢
字
構
形
史
叢
書
）　
上
海
教
育
出
版
社
　
二
〇
〇
五
年
十
月

王
恩
田
『
陶
文
図
録
』
斉
魯
書
社
　
二
〇
〇
六
年
六
月

王
愛
民
『
燕
文
字
編
』（
吉
林
大
学
碩
士
学
位
論
文
）　
二
〇
一
〇
年
四
月
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（
（75
）
拙
稿
「
燕
国
璽
印
研
究
―
長
細
形
璽
印
の
印
文
中
の
〈

〉
を
中
心
に
―
」『
書
学
書
道
史
研
究
』
第
二
十
五
号
　
書
学
書
道
史
学
会
　
二
〇
一

五
年
十
月

（
（76
）
前
掲
『

印
精
選
』
十
頁
右
中
参
照
。

（
（77
）
前
掲
『
天
津
市
芸
術
博
物
館
蔵
古
璽
印
選
』

（
（78
）
前
掲
『
戦
国
璽
印
分
域
研
究
』
八
八
頁
参
照
。

（
（79
）
林
文
彦
「
古
璽
掇
遺
」『
台
湾
芸
術
大
学
書
画
芸
術
学
刊
』
二
〇
〇
六
年
　
一
九
〜
二
〇
頁
参
照
。

（
（80
）
前
掲
『
書
道
全
集
』
第
二
七
巻
　
三
一
頁
参
照
。

（
（8（
）『
不
手
非
止
』
第
十
号
（
特
集
：
秦
漢
古
璽
印
選
）　
不
手
非
止
刊
行
会
　
一
九
八
四
年
六
月
　
三
頁
参
照
。

（
（8（
）
前
掲
『

印
精
選
』
九
頁
右
上
参
照
。

（
（83
）
前
掲
『
陶
文
図
録
』
第
四
巻
　
番
号
：
四
・
四
・
一
、
四
・
七
・
一
参
照
。

（
（84
）
前
掲
『
古
璽
印
概
論
』
一
二
五
頁
参
照
。

（
（85
）
前
掲
『
古
璽
彙
編
』
番
号
：
〇
一
九
二
参
照
。

（
（86
）
前
掲
『
中
国
璽
印
類
編
』
三
五
頁
右
上
参
照
。

（
（87
）
荘
新
興
・
茅
子
良
主
編
『
中
国
璽
印
篆
刻
全
集
（
璽
印
上
）』
上
海
書
画
出
版
社
　
一
九
九
九
年
十
一
月
　
五
頁
璽
印
番
号
：
三
七
参
照
。

（
（88
）
前
掲
『
古
璽
印
概
論
』
一
二
五
頁
参
照
。

（
（89
）
前
掲
『
陶
文
図
録
』
第
四
巻
　
番
号
：
四
・
二
一
一
・
四
参
照
。

（
（90
）
田
煒
『
古
璽
探
研
』
華
東
師
範
大
学
出
版
社
　
二
〇
一
〇
年
五
月
　
九
八
頁
番
号
：
六
六
参
照
。

（
（9（
）
傅
嘉
義
（
主
編
）『
歴
代
印
匋
封
泥
印
風
』（
中
国
歴
代
印
風
系
列
）　
重
慶
出
版
社
　
一
九
九
九
年
十
二
月
　
六
九
頁
参
照
。

（
（9（
）
前
掲
「
釋
双
剣

旧
蔵
燕
【
外
司
聖

】
璽
」『
于
省
吾
教
授
百
年
誕
辰
紀
念
文
集
』
一
六
二
〜
一
六
五
頁
参
照
。

（
（93
）
于
省
吾
『
双
剣

古
器
物
図
録
』
中
華
書
局
　
二
〇
〇
九
年
四
月
　
一
三
五
頁
図
版
参
照
。

（
（94
）
前
掲
「
戦
国
古
璽
考
釈
十
種
」『
中
国
歴
史
博
物
館
館
刊
』
一
一
三
頁
参
照
。

（
（95
）
前
掲
「
燕
国
長
細
形
一
璽
印
の
釈
読
」『
書
道
学
論
集
（
（（
）』
四
〜
五
頁
参
照
。

（
（96
）
前
掲
『
古
璽
彙
考
』
一
八
四
頁
参
照
。

（
（97
）
田
煒
「
戦
国
古
璽
所
見
官
名
研
究
三
則
」『
中
山
大
学
学
報
』（
社
会
科
学
版
）　
二
〇
一
〇
年
第
五
〇
巻
第
五
期
（
総
二
二
七
期
）　
六
六
〜
六

七
頁
参
照
。

〈
参
考
文
献
〉

『
歴
代
古
印
大
観
』（
原
鈐
印
本
）

『
穆
如
清
風
室
印
譜
』（
原
鈐
印
本
）

『
首
都
博
物
館
蔵
古
璽
印
選
』（
原
鈐
印
本
）
魏
三
網
（
監
製
）　
徐
偉
（
謄
写
）　
楊
宝
泰
（
印
章
鈐
拓
）　
中
国
首
都
博
物
館
・
日
本
華
夏
有
限
会
社
　

　
一
九
九
二
年
十
一
月

『
鴨
雄
緑
斎
古
璽
印
選
』（
原
鈐
印
本
）
菅
原
石
廬
　
一
九
九
六
年
二
月
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王
人
聡
（
編
）『
新
出
歴
代
璽
印
集
録
』（
香
港
中
文
大
学
文
物
館
専
刊
之
二
）　
一
九
八
二
年

王
人
聡
（
編
）『
新
出
歴
代
璽
印
集
釈
』
香
港
中
文
大
学
文
物
館
　
一
九
八
七
年

加
藤
慈
雨
楼
（
編
）『
平
盦
攷
蔵
古
璽
印
選
』
臨
川
書
店
　
一
九
八
〇
年
五
月

『
中
国
古
印
図
録
』（
大
谷
大
学
禿
庵
文
庫
）　
大
谷
大
学
　
一
九
六
四
年
八
月

高
明
『
中
国
古
文
字
学
通
論
』
北
京
大
学
出
版
社
　
一
九
九
六
年
六
月

王
人
聡
・
游
学
華
『
中
国
古
璽
印
学
国
際
研
討
会
論
文
集
』
香
港
中
文
大
学
文
物
館
　
二
〇
〇
〇
年
三
月

王
人
聡
・
游
学
華
『
中
国
歴
代
璽
印
芸
術
』
浙
江
省
博
物
館
・
香
港
中
文
大
学
文
物
館
　
二
〇
〇
〇
年

戴
青
山
『
中
国
歴
代
璽
印
集
粋
』
線
装
書
局
　
一
九
九
七
年
九
月

『
中
国
歴
史
博
物
館
館
刊
』
総
第
二
期
　
文
物
出
版
社
　
一
九
八
〇
年
九
月

劉
家
琳
（
分
巻
主
編
）『
中
国
歴
史
博
物
館
蔵
法
書
大
観
』
第
四
巻
（
璽
印
篆
刻
）　
柳
原
書
店
　
一
九
九
九
年
七
月

小
林
斗
盦
（
編
）『
中
国
璽
印
類
編
』
二
玄
社
　
一
九
九
六
年
二
月

荘
新
興
・
茅
子
良
（
主
編
）『
中
国
璽
印
篆
刻
全
集
』
第
一
巻
（
璽
印
上
）、
第
二
巻
（
璽
印
下
）　
上
海
書
画
出
版
社
　
一
九
九
九
年
十
一
月

菅
原
石
廬
（
編
著
）『
中
国
璽
印
集
粋
』（
鴨
雄
緑
斎
蔵
）　
二
玄
社
　
一
九
九
七
年

菅
原
石
廬
（
編
著
）『
中
国
古
璽
印
精
選
』（
鴨
雄
緑
斎
蔵
）　
ア
ー
ト
ラ
イ
フ
社
　
二
〇
〇
四
年
八
月

『
中
国
古
代
陶
文
集
拓
』（
原
器
拓
本
）　
文
雅
堂
　
一
九
九
九
年

『
中
国
古
銅
印
の
美
』（
求
古
斎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）　
古
河
市
篆
刻
美
術
館
　
二
〇
一
二
年
九
月

劉
正
成
（
主
編
）『
中
国
書
法
全
集
』
第
九
二
巻
（
先
秦
璽
印
巻
）　
栄
宝
斎
出
版
社
　
二
〇
〇
三
年
二
月

鄭
佩
香
（
主
編
）『
中
国
的
印
章
』
大
衆
書
局
　
一
九
九
二
年
六
月

周
曉
陸
『
二
十
世
紀
出
土
璽
印
集
成
』
中
華
書
局
　
二
〇
一
〇
年
一
月

曾
紹
杰
『

印
精
選
（
上
下
）』
一
九
八
六
年
十
二
月

張
学
『
璽
印
篆
刻
収
蔵
図
鑑
』
線
装
書
局
　
二
〇
一
四
年
四
月

鄭
珉
中
『
璽
印
』（
故
宮
博
物
院
蔵
文
物
珍
品
大
系
）　
上
海
科
学
技
術
出
版
社
　
二
〇
一
一
年
七
月

何
琳
儀
『
戦
国
古
文
字
典
』（
戦
国
文
字
声
系
）　
中
華
書
局
　
一
九
九
八
年
九
月

何
琳
儀
『
戦
国
文
字
通
論
』
中
華
書
局
　
一
九
八
九
年
四
月

湯
餘
惠
（
主
編
）『
戦
国
文
字
編
』
福
建
人
民
出
版
社
　
二
〇
〇
一
年
一
二
月

繆
文
遠
『
戦
国
制
度
通
考
』
巴
蜀
書
社
　
一
九
八
九
年
九
月

董
珊
『
戦
国
題
銘
与
工
官
制
度
』（
北
京
大
学
博
士
研
究
生
学
位
論
文
）　
二
〇
〇
二
年
五
月

荘
新
興
『
戦
国
璽
印
分
域
編
』
上
海
書
店
出
版
社
　
二
〇
〇
一
年
十
月

陳
光
田
『
戦
国
璽
印
分
域
研
究
』
岳
麓
書
社
　
二
〇
〇
九
年
五
月

趙
学
清
『
戦
国
東
方
五
国
文
字
構
形
系
統
研
究
』（
漢
字
構
形
史
叢
書
）　
上
海
教
育
出
版
社
　
二
〇
〇
五
年
十
月

王
恩
田
『
陶
文
図
録
』
斉
魯
書
社
　
二
〇
〇
六
年
六
月

王
愛
民
『
燕
文
字
編
』（
吉
林
大
学
碩
士
学
位
論
文
）　
二
〇
一
〇
年
四
月
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河
北
省
文
物
研
究
所
『
燕
下
都
』
河
北
省
文
物
出
版
社
　
一
九
九
六
年
八
月

羅
福
頤
（
主
編
）『
故
宮
博
物
院
蔵
古
璽
印
選
』
文
物
出
版
社
　
一
九
八
二
年
十
二
月

呉
振
武
『「
古
璽
文
編
」
校
訂
』
人
民
美
術
出
版
社
　
二
〇
一
一
年
十
一
月

羅
福
頤
（
主
編
）『
古
璽
文
編
』
文
物
出
版
社
　
一
九
八
一
年
十
月

羅
福
頤
（
主
編
）『
古
璽
彙
編
』
文
物
出
版
社
　
一
九
八
一
年
十
二
月

施
謝
捷
『
古
璽
彙
考
』（
安
徽
大
学
博
士
学
位
論
文
）　
二
〇
〇
六
年
五
月

田
煒
『
古
璽
探
研
』
華
東
師
範
大
学
出
版
社
　
二
〇
一
〇
年
五
月

曹
錦
炎
『
古
璽
通
論
』
上
海
書
画
出
版
社
　
一
九
九
六
年
三
月

羅
福
頤
『
古
璽
印
概
論
』
文
物
出
版
社
　
一
九
八
一
年
十
二
月

葉
其
峰
『
古
璽
印
与
古
璽
印
鑑
定
』
文
物
出
版
社
　
一
九
九
七
年
十
月

徐
谷
甫
・
王
延
林
『
古
陶
字
彙
』
上
海
書
店
出
版
　
一
九
九
四
年
五
月

高
明
（
編
著
）
／
北
川
博
邦
（
訳
）『
古
陶
文
彙
編
』
東
方
書
店
　
一
九
八
九
年
五
月

高
明
・
涂
白
奎
『
古
文
字
類
編
（
増
訂
本
）』
上
海
古
籍
出
版
社
　
二
〇
〇
八
年
八
月

劉
釗
『
古
文
字
構
形
学
』
福
建
人
民
出
版
社
　
二
〇
〇
六
年
一
月

葉
其
峰
『
古
代
銘
刻
論
叢
』
文
物
出
版
社
　
二
〇
一
二
年
十
月

『
古
印
窺
・
楚
州
宋
専
拓
本
』（
蒋
一
安
蔵
）　
文
史
哲
出
版
社
　
一
九
九
三
年
一
月

孫
慰
祖
（
主
編
）『
古
封
泥
集
成
』
上
海
書
店
出
版
　
一
九
九
四
年
一
一
月

方
斌
（
主
編
）『
你
応
該
知
道
的
二
〇
〇
件
官
印
』（
故
宮
収
蔵
）　
紫
禁
城
出
版
社
　
二
〇
〇
八
年
六
月

孫
慰
祖
『
歴
代
璽
印
断
代
標
準
品
図
鑒
』
吉
林
美
術
出
版
社
　
二
〇
一
〇
年
二
月

唐
存
才
（
編
著
）『
歩
黟
堂
藏
戦
国
陶
文
遺
珍
』
上
海
書
画
出
版
社
　
二
〇
一
三
年
十
月

吉
林
大
学
歴
史
系
文
物
陳
列
室
編
『
吉
林
大
学
蔵
古
璽
印
選
』
文
物
出
版
社
出
版
　
一
九
八
七
年
九
月

張
英
（
等
編
）『
吉
林
出
土
古
代
官
印
』
文
物
出
版
社
　
一
九
九
二
年
十
月
　

『
芸
林
月
刊
』
天
津
市
古
籍
書
店
　
一
九
三
一
年
九
月

許
慎
『
説
文
解
字
』
中
華
書
局
版
　
一
九
七
九
年
十
月

伏
海
翔
『
陝
西
新
出
土
古
代
璽
印
』
上
海
書
店
出
版
社
　
二
〇
〇
五
年
一
月

徐
暢
『
先
秦
璽
印
図
説
』
文
物
出
版
社
　
二
〇
〇
九
年
一
月

左
言
東
『
先
秦
職
官
表
』
商
務
印
書
館
　
一
九
九
四
年
七
月

徐
暢
（
主
編
）『
先
秦
印
風
』（
中
国
歴
代
印
風
系
列
）　
重
慶
出
版
社
　
一
九
九
九
年
十
二
月

駱
堅
群
（
主
編
）『
方
寸
乾
坤
』（
浙
江
省
博
物
館
典
蔵
大
系
）　
浙
江
古
籍
出
版
社
　
二
〇
〇
九
年
十
一
月

郭
兵
編
『
寸
心
篆
籀—

中
国
古
代
璽
印
鑑
賞
』
湖
南
美
術
出
版
社
　
二
〇
〇
九
年
五
月

頼
非
『
山
東
新
出
土
古
璽
印
』
斉
魯
書
社
出
版
　
一
九
九
八
年
二
月

徐
敦
徳
（
選
編
）『
鉄
雲
蔵
印
選
』
西
泠
印
社
出
版
　
一
九
九
〇
年
八
月
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天
津
市
芸
術
博
物
館
編
『
天
津
市
芸
術
博
物
館
蔵
古
璽
印
選
』
文
物
出
版
社
　
一
九
九
七
年
八
月

天
津
博
物
館
編
『
天
津
博
物
館
蔵
璽
印
』（
天
津
博
物
館
精
品
系
列
図
集
）　
文
物
出
版
社
　
二
〇
一
三
年
十
一
月

孫
慰
祖
『
可
斎
論
印
新
稿
』
上
海
辞
書
出
版
社
　
二
〇
〇
三
年
三
月

許
雄
志
『
鑑
印
山
房
蔵
古
璽
印
菁
華
』
河
南
美
術
出
版
社
　
二
〇
〇
六
年
七
月

陳
松
長
『
湖
南
古
代
璽
印
』
上
海
辞
書
出
版
社
　
二
〇
〇
四
年
十
二
月

湖
南
省
博
物
館
編
『
湖
南
省
博
物
館
蔵
古
璽
印
集
』
上
海
書
店
出
版
　
一
九
九
一
年
六
月

呂
金
成
（
主
編
）『
印
学
研
究
』（0（4

（
古
璽
印
研
究
専
輯
）　
文
物
出
版
社
　
二
〇
一
四
年
三
月

『〈
印
象
深
刻
〉
院
蔵
璽
印
展
』　
台
北
故
宮
博
物
院
　
二
〇
〇
七
年

『
有
鄰
館
古
印
存
』（
原
鈐
印
本
）　
同
朋
舎
出
版
　
一
九
九
二
年
一
月
二
十
八
日

有
鄰
館
学
芸
部
編
『
有
鄰
館
精
華
』
藤
井
斉
成
会
　
二
〇
〇
三
年
四
月

加
藤
慈
雨
楼
編
『
有
隣
館
蔵
璽
印
精
華
　
官
印
編
』
藤
井
斉
成
会
　
一
九
七
六
年
六
月

『
書
道
全
集
』
第
二
七
巻
　
平
凡
社
　
一
九
三
二
年
四
月

銭
浚
・
呉
慧
虞
『
常
熟
博
物
館
蔵
印
集
』
人
民
美
術
出
版
社
　
一
九
九
七
年
九
月

天
津
市
芸
術
博
物
館
編
『
周
叔
弢
先
生
捐
献
璽
印
選
』
天
津
人
民
美
術
出
版
社
　
一
九
八
四
年
三
月

羅
福
頤
（
著
）
／
北
川
博
邦
（
訳
）『
図
説
中
国
古
印
研
究
史—

近
代
の
古
璽
印
研
究
の
発
展
』
雄
山
閣
　
一
九
七
五
年
四
月

『
不
手
非
止
』
第
十
号
（
特
集
：
秦
漢
古
璽
印
選
）　
不
手
非
止
刊
行
会
　
一
九
八
四
年
六
月

江
村
治
樹
『
春
秋
戦
国
秦
漢
時
代
出
土
文
字
資
料
の
研
究
』
汲
古
書
院
　
二
〇
〇
〇
年
一
月

『
十
六
金
符
斎
印
存
』（
呉
大
澂
蔵
印
）　
上
海
書
店
出
版
　
一
九
八
九
年
九
月

『
十
鐘
山
房
印
挙
選
』
上
海
書
画
出
版
社
　
一
九
九
一
年
九
月

『
于
省
吾
教
授
百
年
誕
辰
紀
念
文
集
』
吉
林
大
学
出
版
社
　
一
九
九
六
年
九
月

于
省
吾
『
双
剣

古
器
物
図
録
』
中
華
書
局
出
版
社
　
二
〇
〇
九
年
四
月

董
説
（
著
）
／
繆
文
遠
（
訂
補
）『
七
国
考
訂
補
』
上
海
古
籍
出
版
社
　
一
九
八
七
年
四
月
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河
北
省
文
物
研
究
所
『
燕
下
都
』
河
北
省
文
物
出
版
社
　
一
九
九
六
年
八
月

羅
福
頤
（
主
編
）『
故
宮
博
物
院
蔵
古
璽
印
選
』
文
物
出
版
社
　
一
九
八
二
年
十
二
月

呉
振
武
『「
古
璽
文
編
」
校
訂
』
人
民
美
術
出
版
社
　
二
〇
一
一
年
十
一
月

羅
福
頤
（
主
編
）『
古
璽
文
編
』
文
物
出
版
社
　
一
九
八
一
年
十
月

羅
福
頤
（
主
編
）『
古
璽
彙
編
』
文
物
出
版
社
　
一
九
八
一
年
十
二
月

施
謝
捷
『
古
璽
彙
考
』（
安
徽
大
学
博
士
学
位
論
文
）　
二
〇
〇
六
年
五
月

田
煒
『
古
璽
探
研
』
華
東
師
範
大
学
出
版
社
　
二
〇
一
〇
年
五
月

曹
錦
炎
『
古
璽
通
論
』
上
海
書
画
出
版
社
　
一
九
九
六
年
三
月

羅
福
頤
『
古
璽
印
概
論
』
文
物
出
版
社
　
一
九
八
一
年
十
二
月

葉
其
峰
『
古
璽
印
与
古
璽
印
鑑
定
』
文
物
出
版
社
　
一
九
九
七
年
十
月

徐
谷
甫
・
王
延
林
『
古
陶
字
彙
』
上
海
書
店
出
版
　
一
九
九
四
年
五
月

高
明
（
編
著
）
／
北
川
博
邦
（
訳
）『
古
陶
文
彙
編
』
東
方
書
店
　
一
九
八
九
年
五
月

高
明
・
涂
白
奎
『
古
文
字
類
編
（
増
訂
本
）』
上
海
古
籍
出
版
社
　
二
〇
〇
八
年
八
月

劉
釗
『
古
文
字
構
形
学
』
福
建
人
民
出
版
社
　
二
〇
〇
六
年
一
月

葉
其
峰
『
古
代
銘
刻
論
叢
』
文
物
出
版
社
　
二
〇
一
二
年
十
月

『
古
印
窺
・
楚
州
宋
専
拓
本
』（
蒋
一
安
蔵
）　
文
史
哲
出
版
社
　
一
九
九
三
年
一
月

孫
慰
祖
（
主
編
）『
古
封
泥
集
成
』
上
海
書
店
出
版
　
一
九
九
四
年
一
一
月

方
斌
（
主
編
）『
你
応
該
知
道
的
二
〇
〇
件
官
印
』（
故
宮
収
蔵
）　
紫
禁
城
出
版
社
　
二
〇
〇
八
年
六
月

孫
慰
祖
『
歴
代
璽
印
断
代
標
準
品
図
鑒
』
吉
林
美
術
出
版
社
　
二
〇
一
〇
年
二
月

唐
存
才
（
編
著
）『
歩
黟
堂
藏
戦
国
陶
文
遺
珍
』
上
海
書
画
出
版
社
　
二
〇
一
三
年
十
月

吉
林
大
学
歴
史
系
文
物
陳
列
室
編
『
吉
林
大
学
蔵
古
璽
印
選
』
文
物
出
版
社
出
版
　
一
九
八
七
年
九
月

張
英
（
等
編
）『
吉
林
出
土
古
代
官
印
』
文
物
出
版
社
　
一
九
九
二
年
十
月
　

『
芸
林
月
刊
』
天
津
市
古
籍
書
店
　
一
九
三
一
年
九
月

許
慎
『
説
文
解
字
』
中
華
書
局
版
　
一
九
七
九
年
十
月

伏
海
翔
『
陝
西
新
出
土
古
代
璽
印
』
上
海
書
店
出
版
社
　
二
〇
〇
五
年
一
月

徐
暢
『
先
秦
璽
印
図
説
』
文
物
出
版
社
　
二
〇
〇
九
年
一
月

左
言
東
『
先
秦
職
官
表
』
商
務
印
書
館
　
一
九
九
四
年
七
月

徐
暢
（
主
編
）『
先
秦
印
風
』（
中
国
歴
代
印
風
系
列
）　
重
慶
出
版
社
　
一
九
九
九
年
十
二
月

駱
堅
群
（
主
編
）『
方
寸
乾
坤
』（
浙
江
省
博
物
館
典
蔵
大
系
）　
浙
江
古
籍
出
版
社
　
二
〇
〇
九
年
十
一
月

郭
兵
編
『
寸
心
篆
籀—

中
国
古
代
璽
印
鑑
賞
』
湖
南
美
術
出
版
社
　
二
〇
〇
九
年
五
月

頼
非
『
山
東
新
出
土
古
璽
印
』
斉
魯
書
社
出
版
　
一
九
九
八
年
二
月

徐
敦
徳
（
選
編
）『
鉄
雲
蔵
印
選
』
西
泠
印
社
出
版
　
一
九
九
〇
年
八
月
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天
津
市
芸
術
博
物
館
編
『
天
津
市
芸
術
博
物
館
蔵
古
璽
印
選
』
文
物
出
版
社
　
一
九
九
七
年
八
月

天
津
博
物
館
編
『
天
津
博
物
館
蔵
璽
印
』（
天
津
博
物
館
精
品
系
列
図
集
）　
文
物
出
版
社
　
二
〇
一
三
年
十
一
月

孫
慰
祖
『
可
斎
論
印
新
稿
』
上
海
辞
書
出
版
社
　
二
〇
〇
三
年
三
月

許
雄
志
『
鑑
印
山
房
蔵
古
璽
印
菁
華
』
河
南
美
術
出
版
社
　
二
〇
〇
六
年
七
月

陳
松
長
『
湖
南
古
代
璽
印
』
上
海
辞
書
出
版
社
　
二
〇
〇
四
年
十
二
月

湖
南
省
博
物
館
編
『
湖
南
省
博
物
館
蔵
古
璽
印
集
』
上
海
書
店
出
版
　
一
九
九
一
年
六
月

呂
金
成
（
主
編
）『
印
学
研
究
』（0（4

（
古
璽
印
研
究
専
輯
）　
文
物
出
版
社
　
二
〇
一
四
年
三
月

『〈
印
象
深
刻
〉
院
蔵
璽
印
展
』　
台
北
故
宮
博
物
院
　
二
〇
〇
七
年

『
有
鄰
館
古
印
存
』（
原
鈐
印
本
）　
同
朋
舎
出
版
　
一
九
九
二
年
一
月
二
十
八
日

有
鄰
館
学
芸
部
編
『
有
鄰
館
精
華
』
藤
井
斉
成
会
　
二
〇
〇
三
年
四
月

加
藤
慈
雨
楼
編
『
有
隣
館
蔵
璽
印
精
華
　
官
印
編
』
藤
井
斉
成
会
　
一
九
七
六
年
六
月

『
書
道
全
集
』
第
二
七
巻
　
平
凡
社
　
一
九
三
二
年
四
月

銭
浚
・
呉
慧
虞
『
常
熟
博
物
館
蔵
印
集
』
人
民
美
術
出
版
社
　
一
九
九
七
年
九
月

天
津
市
芸
術
博
物
館
編
『
周
叔
弢
先
生
捐
献
璽
印
選
』
天
津
人
民
美
術
出
版
社
　
一
九
八
四
年
三
月

羅
福
頤
（
著
）
／
北
川
博
邦
（
訳
）『
図
説
中
国
古
印
研
究
史—

近
代
の
古
璽
印
研
究
の
発
展
』
雄
山
閣
　
一
九
七
五
年
四
月

『
不
手
非
止
』
第
十
号
（
特
集
：
秦
漢
古
璽
印
選
）　
不
手
非
止
刊
行
会
　
一
九
八
四
年
六
月

江
村
治
樹
『
春
秋
戦
国
秦
漢
時
代
出
土
文
字
資
料
の
研
究
』
汲
古
書
院
　
二
〇
〇
〇
年
一
月

『
十
六
金
符
斎
印
存
』（
呉
大
澂
蔵
印
）　
上
海
書
店
出
版
　
一
九
八
九
年
九
月

『
十
鐘
山
房
印
挙
選
』
上
海
書
画
出
版
社
　
一
九
九
一
年
九
月

『
于
省
吾
教
授
百
年
誕
辰
紀
念
文
集
』
吉
林
大
学
出
版
社
　
一
九
九
六
年
九
月

于
省
吾
『
双
剣

古
器
物
図
録
』
中
華
書
局
出
版
社
　
二
〇
〇
九
年
四
月

董
説
（
著
）
／
繆
文
遠
（
訂
補
）『
七
国
考
訂
補
』
上
海
古
籍
出
版
社
　
一
九
八
七
年
四
月


